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町 の 人 口 

(3月1日現在） 

総人口 9, 098人 

男子 4, 257人 

女子 4, 841人 

世帯数 2, 633世帯 

一 

\o.1 14号 総務課大谷孝進 発行所 赤池町役場 

毎月第1日曜日は 

交通安全の日です 

交通安全は、家族による話 

しあいが大切です。 

日頃から交通安全について 

の知識を習慣づけることが 

大切です。 

毎月第3日曜日は 

家庭の日です 

この日は一家団らんで家 

族揃って家庭でくつろぎ、 

青少年の考えや、悩みを聞 

いて、明るい、家庭をつく 

り子ども達が健康で明るく 

育つようにつとめましよ 

う。 

た き 春 

永かつた冬も去り、暖かい風とともに春がやつてきた。いま、野や山や岸辺で学校か 

ら解放された子ども達がツクシンボー取りをしています。 

ことしは雨が少ないためか、例年になく成育が遅い。一雨ごとに成長して、 

四季を色どる食卓に季節料理として、皆さんに賞味されることでしょう。 

〔ツクシ取りをする仲よしよい子達】 

＠
 
⑥

＠

＠

回

＠

⑥

 ＠
 
⑥
 
＠
 

統
一
地
方
選
挙
の
投
票
日
 

昭

和

四

十

六

年

四

月

十

一

日

執

行

 

福
岡
県
知
事
・
県
議
会
議
員
一
般
選
挙
 

町
内
の
投
票
所
と
時
間
は
次
の
 

よ
う
に
な
つ
て
い
ま
す
。
 

第
一
投
票
所
 

赤
池
町
役
場
（
旧
第
二
公
民
館
）
 

第
ニ
投
票
所
 
上
野
小
学
校
 

第
三
投
票
所
 
東
町
生
活
館
 

そ
れ
ぞ
れ
の
投
票
所
で
行
な
わ
 

れ
ま
す
。
 

投
票
時
間
は
、
 

（
午
前
七
時
か
ら
 

午
後
六
時
ま
で
で
す
。
）
 

開
票
は
即
日
開
票
で
す
。
 

第三投票所見取図 

中 

町 
i赤池商事~ 

東
町
生
活
舘
 

《
 

一
投
票
所
 

マーケツト 

一
通
も
寄
せ
ら
れ
な
い
 

総

合

計

画

の

意

見

 

十
二
月
号
で
、
赤
池
町
総
合
計
 

画
の
意
見
を
町
民
の
皆
さ
ん
に
お
 

願
い
し
て
三
カ
月
に
な
り
ま
す
が
 

一
通
も
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
 

こ
の
計
画
は
長
期
的
な
視
野
に
 

た
っ
て
立
案
し
よ
う
と
す
る
も
の
 

で
あ
り
、
十
年
後
の
赤
池
町
を
つ
 

く
る
に
は
今
か
ら
ど
の
よ
う
な
計
 

画
を
た
て
れ
ば
よ
い
か
、
こ
れ
ま
 

で
の
計
画
は
行
政
の
一
方
通
行
で
 

あ
っ
た
の
が
、
こ
れ
か
ら
の
計
画
 

は
町
ぐ
る
み
の
計
画
で
町
民
の
意
 

見
を
十
分
と
り
入
れ
、
新
ら
し
い
 

町
づ
く
り
を
し
よ
う
と
す
る
も
の
 

で
す
。
 

し
た
が
っ
て
投
稿
し
て
い
た
だ
く
 

項
目
を
あ
げ
て
み
ま
す
と
、
工
業
 

（
住
宅
を
含
む
）
商
業
、
農
業
、
 

教
育
、
観
光
に
分
け
ら
れ
る
と
考
 

え
ら
れ
ま
す
。
 

係
で
は
皆
さ
ん
か
ら
の
寄
稿
を
 

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
 

※
 
寄
稿
の
方
法
、
原
稿
用
紙
十
 

枚
以
内
に
ま
と
め
て
、
四
月
二
十
 

日
ま
で
役
場
企
画
係
へ
寄
稿
し
て
 

下
さ
い
。
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町
 
の
 
予

算

な

 ど
 

議

案

 21 

件

可

決

 

三
 
月

定

例

町

議

会

 

昭
和
四
十
六
年
三
月
定
例
町
議
 

会
は
、
三
月
＋
五
日
か
ら
二
十
一
一
 

日
ま
で
ひ
ら
か
れ
議
案
二
十
二
件
 

請
願
二
件
、
要
望
陳
情
三
件
が
上
 

程
さ
れ
、
議
案
二
十
一
件
が
可
決
 

さ
れ
ま
し
た
。
 

内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

▽
昭
和
四
十
五
年
度
一
般
会
計
補
 

正
予
算
 

（
こ
れ
は
、
当
初
予
算
が
五
億
 

一
千
一
百
二
拾
二
万
九
千
円
で
 

し
た
が
、
十
二
月
ま
で
二
億
五
 

百
二
拾
参
万
一
千
円
補
正
し
て
 

い
ま
し
た
が
、
こ
ん
ど
の
議
会
 

で
九
百
四
拾
三
万
六
千
円
補
正
 

結
局
昭
和
四
十
五
年
度
一
般
会
 

計
予
算
は
七
億
二
千
五
百
八
拾
 

九
万
六
千
円
に
な
り
ま
し
た
。
 

▽
昭
和
四
十
五
年
度
国
民
健
康
保
 

険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
 

（
こ
れ
は
医
療
費
の
増
額
に
よ
 

る
国
か
ら
の
補
助
金
四
百
五
拾
 

四
万
六
千
円
が
交
付
さ
れ
た
の
 

で
追
加
し
総
額
三
千
七
百
九
拾
 

九
万
円
に
な
り
ま
し
た
。
）
 

▽
昭
和
四
十
五
年
度
赤
池
橋
架
設
 

準
備
積
立
金
特
別
会
計
補
正
予
 

算
（
町
が
毎
年
積
立
し
て
い
る
 

元
金
の
利
子
を
補
正
し
た
も
 

の） 

▽
工
事
請
負
契
約
締
結
の
件
 

（
工
事
費
が
一
千
万
円
以
上
に
 

な
る
工
事
は
議
会
の
議
決
を
得
 

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
同
和
 

住
宅
建
築
の
件
）
 

▽
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
選
任
 

火
災
に
よ
る
死
傷
者
 

一
一
十
人
 

約
一
億
円
の
財
 

産
が
灰
に
 

き
ょ
ね
ん
、
田
川
地
区
消
防
組
 

合
管
内
で
九
七
件
の
火
災
が
発
生
 

し
ま
し
た
が
、
幸
い
大
火
に
至
ら
 

ず
に
消
火
し
て
お
り
ま
す
。
 

こ
の
火
災
で
約
四
千
平
方
メ
ー
 

ト
ル
が
焼
失
し
、
約
一
億
円
の
損
 

害
を
出
し
て
お
り
、
八
十
世
帯
、
 

二
五
三
人
が
焼
け
出
さ
れ
、
五
人
 

が
焼
死
し
て
お
り
ま
す
、
焼
死
者
 

の
殆
ん
ど
は
煙
に
よ
る
窒
息
死
 

（
ガ
ス
中
毒
）
と
な
っ
て
お
り
ま
 

す。 最
近
各
地
で
煙
に
ま
か
れ
て
死
 

ぬ
ケ
ー
ス
が
目
立
っ
て
お
り
ま
す
 

煙
の
原
因
の
ー
つ
が
新
建
材
と
も
 

い
わ
れ
て
お
り
、
わ
た
く
し
た
ち
 

の
身
の
廻
り
に
は
、
こ
の
ほ
か
に
 

も
、
家
具
、
衣
類
、
台
所
用
品
等
 

の
石
油
系
の
化
学
製
品
が
多
く
使
 

わ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
う
し
た
も
 

の
が
燃
え
ま
す
と
、
多
量
の
煙
や
 

有
毒
な
ガ
ス
が
発
生
す
る
た
め
、
 

の
件
（
委
員
に
稲
垣
力
氏
稲
荷
 

町
が
選
ば
れ
ま
し
た
）
 

▽
取
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
 

一
部
を
改
正
す
る
件
 

▽
単
純
な
労
務
に
雇
用
さ
れ
る
取
 

員
の
給
与
に
関
す
る
件
 

▽
職
員
旅
費
額
手
当
額
等
並
び
に
 

そ
の
支
給
方
法
条
例
の
】
部
を
 

改
正
す
る
件
 

▽
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例
 

の
一
部
を
改
正
す
る
件
 

▽
議
会
議
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁
 

賞
等
に
関
す
る
条
例
の
件
 

（
旅
費
改
正
）
 

▽
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
 

の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
 

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
の
件
 

（
出
日
当
、
年
報
酬
の
改
正
）
 

▽
消
防
団
条
例
の
一
部
を
改
正
す
 

る
条
例
制
定
の
件
 

（
団
員
の
待
遇
を
改
善
し
消
防
 

団
の
円
滑
な
運
営
と
団
員
の
士
 

気
の
向
上
を
図
る
た
め
）
 

▽
住
宅
改
修
資
金
貸
付
条
例
を
制
 

定
す
る
件
 

（
同
和
地
区
の
居
住
環
境
の
整
 

備
改
善
を
図
り
、
公
共
の
福
祉
 

を
増
進
す
る
た
め
）
 

▽
特
別
会
計
設
置
条
例
の
一
部
を
 

改
正
す
る
件
 

（
同
和
地
区
の
不
良
住
宅
の
改
 

修
に
必
要
な
貸
付
金
制
度
を
実
 

施
す
る
た
め
）
 

▽
才
計
現
金
額
入
先
指
定
の
件
 

（
本
町
の
現
金
取
扱
金
融
機
関
 

を
指
定
す
る
も
の
）
 

こ
の
ガ
ス
等
を
吸
っ
て
死
亡
し
て
 

い
る
例
が
多
い
よ
う
で
す
。
 

火
災
の
発
生
を
市
町
村
別
に
み
 

る
と
田
川
市
が
六
十
件
で
も
つ
と
 

も
多
く
、
つ
い
で
添
田
町
の
順
と
 

な
っ
て
お
り
、
赤
池
町
は
一
番
成
 

績
が
よ
く
火
災
は
一
件
も
発
生
し
 

て
お
り
ま
せ
ん
。
 

ま
た
火
災
の
原
因
を
調
べ
て
み
 

ま
す
と
、
八
十
九
パ
ー
セ
ン
ト
が
 

失
火
で
、
そ
の
う
ち
子
ど
も
の
火
 

あ
そ
び
に
よ
る
も
の
が
＋
四
件
で
 

最
も
多
く
、
つ
い
で
多
い
の
が
、
 

プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
十
一
件
、
以
下
た
 

き
火
、
電
気
関
係
の
順
と
な
っ
て
 

お
り
ま
す
。
 

市
町
村
別
火
災
発
生
件
数
表
 

▽
昭
和
四
十
六
年
度
一
般
会
計
予
 

算
の
件
 

（
七
億
三
千
百
拾
八
万
一
千
 

円） 

▽
昭
和
四
十
六
年
度
国
民
健
康
保
 

険
事
業
特
別
会
計
予
算
 

（
四
千
七
拾
九
万
七
千
円
）
 

▽
昭
和
四
十
六
年
度
赤
池
橋
架
設
 

準
備
積
立
金
特
別
会
計
予
算
 

（
七
拾
三
万
一
千
円
）
 

▽
昭
和
四
十
六
年
度
町
立
病
院
事
 

業
特
別
会
計
予
算
 

（
一
億
六
千
二
百
五
拾
万
八
千
 

円） 

▽
昭
和
四
十
六
年
度
水
道
事
業
会
 

計
予
算
 

（
二
千
八
百
六
万
九
千
円
）
 

▽
昭
和
四
十
六
年
度
住
宅
改
修
資
 

金
貸
付
事
業
特
別
会
計
予
算
 

（
百
七
万
六
千
円
）
 

請
願
、
要
望
陳
情
は
次
の
通
り
で
 

す
 

▽
第
一
号
請
願
電
話
ボ
ツ
ク
ス
設
 

置
請
願
こ
の
ボ
ツ
ク
ス
は
町
営
 

上
の
原
に
設
置
の
請
願
が
提
出
 

さ
れ
、
こ
の
問
題
を
早
急
に
設
 

置
申
請
を
関
係
官
庁
に
提
出
し
 

実
現
に
努
力
す
る
こ
と
に
な
り
 

ま
し
た
。
 

（
採
択
）
 

▽
第
八
号
請
願
、
老
人
乳
児
の
医
 

療
費
の
無
料
化
と
老
後
の
生
活
 

保
障
、
乳
幼
児
の
施
設
を
つ
く
 

る
た
め
の
請
願
 

一
、
七
十
才
以
上
の
老
人
と
乳
児
 

の
医
療
費
を
無
料
に
。
 

無
料
化
を
実
施
す
れ
ば
、
一
千
 

万
円
以
上
の
多
額
の
町
費
負
担
 

と
な
り
一
般
会
計
は
勿
論
の
こ
 

と
国
保
会
計
に
も
影
響
を
及
ぼ
 

す
事
に
な
る
の
で
現
状
で
の
実
 

一
寸
し
た
不
注
意
に
よ
っ
て
発
生
 

し
て
お
り
ま
す
。
 

ま
た
春
先
は
空
気
が
乾
燥
し
ま
す
 

の
で
十
分
注
意
し
て
下
き
い
。
 

一
、
子
ど
も
の
火
あ
そ
び
を
さ
せ
 

な
い
よ
う
に
。
 

二
、
老
人
、
子
ど
も
は
逃
げ
易
い
 

部
屋
に
寝
か
せ
る
よ
う
に
。
 

三
、
寝
た
ば
こ
は
や
め
よ
う
。
 

四
、
石
油
ス
ト
ー
ブ
や
、
こ
た
つ
 

の
消
し
忘
れ
、
切
れ
忘
れ
に
気
 

を
つ
け
る
よ
う
に
。
 

五
、
外
出
時
や
寝
る
と
き
は
必
ら
 

ず
火
の
元
を
た
し
か
め
よ
う
。
 

六
、
山
林
、
原
野
も
非
常
に
乾
燥
 

す
る
の
で
「
た
き
火
」
 
「
煙
草
」
 

の
吸
い
が
ら
等
に
は
十
分
注
意
 

町 名 件数 死傷者 

田川市 

添田町 

香春町 

川崎町 

方城町 

金田町 

大任町 

赤 村 

糸田町 

赤池町 
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こ
の
よ
う
な
火
災
の
大
部
分
は
 

し
よ
う
。
 

県

民

 79 
人

に

 

ー
 
人
 
が
 
け
 
が
 

昭
和
四
十
五
年
中
に
県
下
 

で
発
生
し
た
交
通
事
故
は
 

※
発
生
件
数
 
三
七
、
五
七
 

八
件
 

昭
和
四
十
六
年
度
労
災
保
険
 

年
度
更
新
手
続
き
の
お
知
ら
せ
 

労
災
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い
る
 

，
事
業
主
の
み
な
さ
ん
。
 

労
災
保
険
は
四
月
一
日
か
ら
新
 

年
度
と
な
り
ま
す
の
で
年
度
更
新
 

の
手
続
き
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
 

せ
ん
。
 

こ
の
年
度
更
新
の
手
続
き
と
は
 

労
災
保
険
料
報
告
書
等
を
作
成
し
 

法
定
期
日
の
五
月
十
五
日
ま
で
に
 

田
川
労
働
基
準
監
督
署
、
ま
た
は
 

も
よ
り
の
銀
行
か
郵
便
局
に
保
険
 

料
を
添
え
て
提
出
す
る
こ
と
で
 

す。 若
し
、
納
付
す
べ
き
保
険
料
の
 

つ
ご
う
が
つ
か
な
い
と
い
う
よ
う
 

な
こ
と
が
あ
り
ま
し
て
も
報
告
書
 

だ
け
は
期
日
ま
で
に
田
川
労
働
基
 

準
監
督
署
に
こ
の
報
告
書
の
提
出
 

を
怠
り
ま
す
と
保
険
料
が
認
定
決
 

定
さ
れ
る
等
の
不
利
益
を
披
り
ま
 

す
の
で
期
限
に
遅
れ
る
こ
と
の
な
 

い
よ
う
呉
々
も
御
注
意
下
さ
い
。
 

労
災
保
険
の
事
務
を
事
務
組
合
 

に
委
託
し
て
い
る
事
業
主
の
方
は
 

委
託
し
て
い
る
事
務
組
合
に
賃
金
 

総
額
等
を
報
告
し
て
下
さ
い
。
 

五
人
以
上
の
労
働
者
（
店
員
）
 

を
使
用
し
て
い
る
場
合
は
強
制
適
 

用
事
業
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
 

保
険
加
入
の
手
続
を
す
ま
さ
れ
て
 

い
な
い
方
は
直
ち
に
手
続
き
し
て
 

下
さ
い
。
 

＠
 
役
場
の
業
務
時
間
 

平
 
日
 
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
 

午
後
四
時
半
 

土
曜
日
 
午
後
十
二
時
＋
五
分
ま
 

で
 

区分 
当事者別 

死 者 傷 者 

数 ~ % 数 I % 
歩
 
行

者

 

こども 52 20.2 

9.678 山
 

老 人 114 44.2 

その他 92 35.6 

小 計 258 43 2 

自
 
転
 
車
 

こども 13 22.0 

3.788 7.5 
老 人 24 40.7 

その他 21 37.3 

小 計 58 9.8 

その他 281 47.0 37. 112 73.4 

合 計 598 100.0 50.578 100.0 

上の原団地の前、板屋団地にことし 

町営住宅18戸と、県営住宅が 

建設される予定になつています 

O
死
 

者
 

五
九
七
人
 

O
傷
 

者
 
五
〇
、
五
七
八
人
 

と
な
っ
て
お
り
、
県
民
七
九
人
 

に
一
人
が
け
が
を
し
、
六
、
七
Il1 

三
人
に
一
人
が
死
亡
し
た
こ
と
に
 

な
り
ま
す
。
 

事
故
の
内
容
を
被
害
者
別
に
分
 

析
し
て
み
る
と
上
図
の
と
お
り
と
 

な
り
、
死
亡
事
故
の
中
で
歩
行
者
 

と
自
転
車
乗
用
中
の
も
の
が
占
め
 

る
比
率
は
全
体
の
五
三
％
で
あ
り
 

異
常
な
ま
で
に
多
い
の
が
目
立
っ
 

て
い
ま
す
。
 

施
は
不
可
能
で
あ
る
（
不
採
択
）
 

一
、
老
令
年
金
を
生
活
の
で
き
る
 

額
は
引
ぎ
あ
げ
る
よ
う
国
に
要
 

求
し
て
も
ら
い
た
い
。
（
採
択
）
 

国
の
関
係
諸
官
庁
に
陳
情
書
を
 

提
出
す
る
よ
う
に
す
る
。
 

一
、
自
治
体
と
し
て
手
当
を
支
給
 

し
仕
事
を
求
め
る
老
人
に
は
体
 

力
と
能
力
に
あ
っ
た
仕
事
を
保
 

障
す
る
よ
う
に
。
 

（
採
択
）
 

本
刊
と
し
て
は
敬
老
年
金
制
度
 

を
実
施
し
て
い
る
が
前
向
き
の
 

姿
勢
で
検
討
し
て
行
き
た
い
。
 

一
、
乳
児
の
保
育
施
設
を
ふ
や
し
 

農
村
地
域
に
は
農
繁
期
の
季
節
 

保
育
所
を
校
区
ご
と
に
つ
く
る
 

よ
う
に
。
（
不
採
択
）
 

福
祉
法
人
赤
池
福
祉
会
に
要
請
 

す
れ
ば
、
上
野
、
市
場
保
育
所
 

で
期
間
の
保
育
は
可
能
と
思
わ
 

れ
る
の
で
、
新
設
の
必
要
性
は
 

な
い
と
思
わ
れ
る
。
 

▽
陳
情
要
望
 

旧
炭
坑
地
区
保
育
園
開
設
 

校
医
手
当
増
額
 

結
核
患
者
の
待
遇
改
善
、
以
上
 

三
件
の
陳
情
要
望
は
採
択
さ
れ
 

ま
し
た
。
 

水
道
料
金
集
金
人
が
 

き
ま
り
ま
し
た
 

水
道
料
金
の
集
金
方
法
は
、
役
 

場
が
直
接
徴
収
す
る
方
法
と
民
間
 

に
委
託
契
約
し
て
徴
収
す
る
方
法
 

が
あ
り
ま
す
。
 

当
町
は
、
水
道
事
業
の
経
営
を
 

合
理
化
す
る
た
め
、
こ
の
た
び
民
 

間
（
私
人
）
に
委
託
す
る
こ
と
に
 

し
ま
し
た
か
ら
、
集
金
人
を
つ
ぎ
 

の
と
お
り
お
し
ら
せ
し
ま
す
。
 

な
お
こ
の
広
報
が
事
務
上
の
て
 

ち
が
い
で
遅
く
な
っ
た
こ
と
を
深
 

く
お
詫
び
し
ま
す
。
 

集
金
人
の
住
所
お
よ
び
氏
名
 

住
所
 
県
営
伏
原
住
宅
 

氏
名
 
篠
原
サ
ョ
子
 

春
の
交
通
安
全
運
動
は
 

一
一
回
に
 

例
年
行
わ
れ
て
い
ま
す
春
の
交
 

通
安
全
運
動
が
四
月
五
か
ら
十
目
 

調

査

表

 の
 

回

収

率

 96 

%
 

町
で
に
現
在
総
合
計
画
に
取
り
 

組
ん
で
い
ま
す
。
 

こ
の
調
査
に
必
要
な
、
余
剰
労
働
 

力
と
住
宅
に
関
す
る
調
査
表
の
記
 

入
を
全
世
帯
（
二
、
六
五
〇
）
に
 

お
願
い
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
三
 

月
十
五
日
で
、
九
六
％
回
収
す
る
 

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
現
在
こ
の
 

資
料
は
集
計
し
て
分
析
し
て
お
り
 

ま
す
。
こ
の
統
計
は
五
月
号
に
で
 

公
表
し
ま
す
。
 

こ
の
調
査
に
対
し
て
、
ご
協
力
 

下
さ
い
ま
し
た
こ
と
に
深
く
お
礼
 

申
し
あ
げ
ま
す
。
 

企
 
画
 
係
 

△

お

 

礼
 

一
、
金
壱
封
 
木
原
弘
典
殿
 

亡
母
・
マ
ノ
殿
（
松
本
町
）
 

香
典
返
し
と
し
て
 

一
、
金
壱
封
 
永
井
実
殿
 

亡
母
ヌ
イ
殿
（
伏
原
）
 

香
典
返
し
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
 

町
民
生
事
業
助
成
会
へ
寄
附
さ
れ
 

ま
し
た
。
 

「
写
真
右
上
は
自
動
 

車
と
バ
イ
ク
に
よ
る
 

衝
突
し
た
事
故
現
場
 

上
図
は
福
岡
県
内
 

で
発
生
し
た
事
故
発
 

生
件
数
で
あ
り
ま
す
 

が
、
特
に
子
ど
も
や
 

老
人
の
事
故
が
目
立
 

つ
て
い
ま
す
、
」
 

ま
で
と
四
月
二
十
六
日
か
ら
五
月
 

一
日
ま
で
の
二
回
実
施
さ
れ
ま
 

す。 
前
記
行
わ
れ
ま
す
運
動
の
ね
ら
い
 

は
、
入
園
、
入
学
の
児
童
の
安
全
 

保
護
を
主
と
し
て
い
ま
す
。
 

後
期
は
、
地
方
統
一
選
挙
や
ゴ
 

ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
に
か
か
る
た
 

め
今
年
の
春
の
運
動
は
二
回
実
施
 

さ
れ
ま
す
。
 

町
交
通
安
全
協
会
で
は
、
交
通
安
 

全
パ
レ
ー
ド
な
ど
の
行
事
が
計
画
 

さ
れ
て
い
ま
す
安
全
施
策
と
し
て
 

歩
行
者
の
正
し
い
横
断
の
励
行
と
 

歩
行
者
の
保
護
を
指
導
す
る
こ
と
 

に
し
て
い
ま
す
の
で
、
各
家
庭
や
 

保
育
園
や
学
校
に
お
か
れ
て
は
十
 

分
な
育
成
指
導
し
て
下
さ
い
ま
す
 

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
 

町議会議員の貰票言4 月25 日です 
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仲

間

を

多

く

 

集

め

よ

う

（

納

税

）

 

わ
た
く
し
を
小
さ
く
折
る
人
が
 

い
ま
す
が
、
窮
屈
で
仕
方
が
あ
り
 

ま
せ
ん
。
 

凡
帳
面
な
人
は
折
ら
ず
に
皮
の
中
 

に
入
れ
て
、
可
愛
い
が
っ
て
く
れ
 

る
人
も
い
ま
す
。
小
さ
く
折
れ
て
 

ポ
ケ
ッ
ト
の
ボ
タ
ン
を
さ
れ
る
と
 

わ
た
く
し
は
息
切
れ
し
ま
す
。
 

で
も
わ
た
く
し
の
仲
間
が
多
く
 

集
っ
て
町
の
道
路
や
、
学
校
が
よ
 

く
な
る
こ
と
を
知
る
と
我
ま
ん
し
 

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

わ
た
く
し
は
、
こ
ん
後
多
く
の
 

仲
間
を
集
め
ま
す
が
、
日
時
な
ど
 

も
き
ち
ん
と
守
り
み
ん
な
の
迷
惑
 

に
な
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。
 

わ
た
く
し
達
の
集
る
月
は
き
ま
 

っ
て
い
ま
す
が
、
こ
ん
ど
集
ま
る
 

（
固
定
資
産
税
）
第
一
期
の
期
限
 

は
（
四
月
三
十
日
）
で
す
。
 

さ
あ
み
ん
な
四
月
三
十
日
ま
で
 

役
場
の
税
務
課
の
窓
口
で
納
め
る
 

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
 

わ

た

く

し

は

 

ク

ァ

ツ

イ

ク

け

れ

ど

 

が
 
ま
 
ん
 
す
 
る
 

多
葉
子
（
タ
バ
コ
）
は
町
内
で
 

買
い
ま
し
よ
う
と
町
で
は
宣
伝
し
 

て
い
ま
す
が
わ
た
く
し
と
、
マ
ッ
 

チ
君
は
兄
妹
で
す
。
あ
る
人
は
、
 

わ
た
く
し
を
悪
者
呼
び
し
て
い
ま
 

す。 貧
乏
な
町
で
は
、
僕
を
P
タ
カ
 

ラ
‘
の
よ
う
に
可
愛
い
が
っ
て
く
 

れ
ま
す
。
僕
を
可
愛
い
が
っ
て
く
 

れ
る
人
は
法
律
で
制
限
さ
れ
て
い
 

ま
す
。
心
配
す
る
の
は
、
二
十
才
 

に
な
っ
て
い
な
い
人
が
、
わ
た
く
 

し
を
可
愛
い
が
る
こ
と
や
、
着
物
 

を
焼
い
た
り
、
お
家
を
焼
く
こ
と
 

で
す
。
 

こ
の
よ
う
に
違
反
や
迷
惑
に
な
 

ら
な
い
よ
う
可
愛
い
が
っ
て
下
さ
 

お
 
願
 
い
 

僕
は
働
く
事
や
、
旅
行
が
大
好
 

き
で
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
季
節
も
 

暖
か
く
な
り
効
外
に
出
る
こ
と
が
 

多
く
な
り
ま
す
。
 

ど
う
か
赤
池
町
外
の
仲
間
を
可
 

愛
い
が
ら
な
い
で
、
僕
を
町
外
へ
 

連
れ
て
行
っ
て
下
さ
い
。
 

※
二
月
ま
で
赤
池
町
の
タ
バ
コ
消
 

費
税
は
、
八
百
二
万
二
千
円
に
 

な
り
ま
し
た
。
 

犬

の

登

録

・

狂

犬

病

の

 

予

病

注

射

の

実

施

 

次
の
日
程
で
実
施
し
ま
す
。
 

一
，
日
時
 
四
月
二
十
日
午
前
＋
 

時
か
ら
午
後
三
時
ま
で
 

一
、
会
場
、
上
野
小
学
校
と
旧
炭
 

坑
地
区
戸
次
電
気
商
会
横
 

一
、
日
時
 

四
月
二
十
一
日
午
前
 

十
時
か
ら
十
二
時
ま
で
 

一
、
会
場
 
草
場
公
民
館
 

一
、
日
時
 

四
月
ニ
十
一
日
午
後
 

一
時
か
ら
三
時
ま
で
 

一
、
会
場
 

八
区
公
民
館
 

◇
料
 

金
 

登
録
 
三
百
円
 

注
射
 
二
百
円
 

犬
を
飼
育
し
て
い
る
方
は
必
ら
 

ず
登
録
と
予
病
注
射
を
し
て
下
さ
 

い。 
犬
を
今
後
飼
わ
な
い
人
は
実
施
日
 

に
つ
れ
て
き
て
下
さ
い
。
 

保
健
所
が
処
分
し
ま
す
。
 

会
費
の
納
入
は
早
目
に
 

交

通

安

全

協

会

費

 

田
川
警
察
署
管
内
、
田
川
交
通
 

安
全
協
会
で
は
、
会
費
未
納
者
に
 

対
し
て
、
納
入
す
る
旨
の
協
力
を
 

呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
昭
和
四
十
 

五
年
度
一
月
現
在
で
約
七
〇
％
し
 

か
徴
収
さ
れ
て
お
ら
ず
、
今
後
事
 

業
を
す
す
め
て
行
く
上
に
、
大
き
 

な
支
障
を
期
た
す
お
そ
れ
が
あ
り
 

ま
す
。
 

こ
の
安
全
協
会
は
田
川
警
察
署
 

の
協
力
団
体
と
し
て
交
通
事
故
防
 

止
に
安
全
施
設
の
整
備
拡
充
、
安
 

盲嘉U遮型と 大 型 普 通 小 型 自動2 原 付 合 計 

香 春 89台 644台 846台 633 引7台 3,029台 

金 田 170 532 500 398 434 2,034 

糸 田 52 358 519 437 546 1,912 

赤 池 34 311 479 416 523 1,763 

方 城 40 332 365 420 645 1,802 

赤 4 141 5巧 587 488 1, 735 

※ 田川警察署管内、町村別、車輔保有台数表 

全
思
想
の
普
及
宣
伝
等
あ
ら
ゆ
る
 

事
業
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
 

こ
れ
ら
に
要
す
る
費
用
は
年
間
 

多
額
を
要
す
る
も
の
で
、
こ
れ
ら
 

は
会
費
に
よ
つ
て
運
営
さ
れ
て
い
 

ま
す
。
ま
だ
納
め
て
い
な
い
方
は
 

も
よ
り
の
交
通
安
全
協
会
支
部
、
 

ま
た
は
田
川
交
通
安
全
協
会
へ
納
 

め
て
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
 

ま
す
。
 

車
輔
別
会
費
は
次
の
よ
う
に
な
 

っ
て
い
ま
す
。
 

大
型
自
動
車
五
百
円
 
普
通
自
 

動
車
四
百
円
 
小
型
自
動
車
二
、
 

三
、
四
輪
車
三
百
円
 
自
動
二
輪
 

車
二
百
円
 
原
付
自
転
車
（
農
耕
 

を
含
む
）
百
円
 
自
動
車
販
売
、
 

修
理
、
部
品
業
者
は
一
軒
に
つ
き
 

五
百
円
 
ゴ
ム
修
理
及
び
バ
ツ
テ
 

リ
ー
業
者
五
百
円
 
石
油
販
売
業
 

者
五
百
円
 
自
転
車
商
二
百
円
 

車

の

保

有

率

 

五

人

 に
 
一
台
 

赤池町 

赤
池
町
の
住
民
で
車
を
登
録
し
 

て
い
る
台
数
は
 
「
一
、
 

七
六
三
 

台
」
で
人
ロ
で
割
っ
て
見
ま
す
と
 

「
五
人
に
一
台
」
の
割
合
い
に
な
 

り
ま
す
。
 

赤
村
は
人
口
三
、
八
〇
〇
人
で
 

車
の
保
有
台
数
は
一
、
七
三
五
台
 

で
二
、
五
人
に
一
台
、
近
い
将
来
 

に
は
、
 

一
家
に
一
台
の
時
代
も
す
 

ぐ
や
つ
て
く
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
 

車
と
交
通
事
故
は
年
、
増
え
て
い
 

ま
す
が
、
わ
た
く
し
た
ち
達
は
交
 

通
法
規
を
守
り
事
故
の
減
少
に
一
 

人
一
人
が
認
識
し
な
け
れ
ば
な
り
 

ま
ん
。
 

ニ

セ

勧

誘

員

が

横

行

 

電

話

受

付

け

 

ク
電
話
の
申
込
み
を
他
人
に
ま
 

か
せ
る
と
思
わ
ぬ
損
を
し
ま
す
4
 

「
電
話
局
か
ら
来
た
」
ま
た
は
電
 

話
局
と
特
別
な
関
係
が
あ
る
よ
う
 

に
思
い
こ
ま
せ
、
あ
な
た
に
代
り
 

加
入
申
込
み
の
手
続
き
を
行
な
い
 

保
証
金
と
か
手
数
料
と
い
っ
て
金
 

銭
を
徴
収
し
て
い
る
電
話
業
者
が
 

い
ま
す
。
 

電
話
局
で
は
電
話
の
加
入
申
込
み
 

の
際
は
料
金
を
い
た
だ
く
よ
う
な
 

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

申
込
み
は
無
料
で
手
続
き
も
簡
 

単
で
す
。
 

「
電
話
が
早
く
つ
く
、
安
く
つ
 

く
」
と
い
う
言
葉
に
だ
ま
さ
れ
、
 

申
込
み
を
他
人
に
ま
か
せ
た
た
め
 

局
の
受
付
け
が
遅
れ
た
り
、
電
信
 

電
話
債
券
の
代
金
払
込
み
を
ま
か
 

せ
て
思
わ
ぬ
損
を
し
な
い
よ
う
充
 

分
ご
注
意
ね
が
い
ま
す
。
 

電
話
の
こ
と
な
ら
電
話
局
か
郵
 

便
局
に
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
 

い。 
水

は

け

の

悪

い

道

路

 

早
 
く

補

修

 を
 

山
田
さ
ん
の
家
の
前
を
通
っ
て
 

い
る
国
道
の
側
溝
は
、
水
は
け
が
 

悪
く
、
い
つ
も
汚
水
が
た
ま
つ
て
 

い
ま
す
。
 

そ
の
た
め
、
ち
ょ
っ
と
の
雨
で
 

も
あ
た
り
一
面
に
き
た
な
い
水
が
 

あ
ふ
れ
る
う
え
に
、
な
か
な
か
水
 

が
ひ
か
ず
大
変
不
衛
生
で
す
。
 

そ
こ
で
地
元
の
人
達
は
国
道
工
 

事
々
務
所
に
水
が
あ
ふ
れ
な
い
よ
 

う
に
し
て
ほ
し
い
と
申
し
入
れ
ま
 

し
た
が
、
ま
だ
そ
の
ま
ま
に
な
っ
 

て
い
ま
す
。
 

困
っ
た
山
田
さ
ん
は
、
は
や
く
 

現
場
を
調
査
し
て
改
善
す
る
よ
う
 

に
あ
っ
せ
ん
し
て
ほ
し
い
と
行
政
 

監
察
局
に
申
し
出
ま
し
た
。
 

申
し
出
を
う
け
た
行
政
監
察
局
 

は
、
さ
っ
そ
く
こ
の
こ
と
を
国
道
 

工
事
事
務
所
に
連
絡
し
ま
し
た
。
 

工
事
事
務
所
が
現
場
を
調
査
し
た
 

と
こ
ろ
側
溝
の
水
を
流
す
た
め
道
 

路
の
地
下
を
横
断
し
て
設
け
ら
れ
 

て
い
た
排
水
管
が
こ
わ
れ
て
役
に
 

立
た
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
 

か
り
ま
し
た
。
 

そ
の
後
工
事
事
務
所
で
は
新
ら
 

し
く
横
断
排
水
管
を
設
置
し
ま
し
 

た
の
で
側
溝
の
水
は
け
が
よ
く
な
 

り
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
こ
の
町
の
話
し
で
は
あ
 

り
ま
せ
ん
が
こ
の
よ
う
な
話
に
限
 

ら
ず
役
所
の
仕
事
や
監
督
の
仕
方
 

に
対
す
る
不
満
や
要
望
は
気
軽
に
 

九
州
管
区
行
政
監
察
局
（
福
岡
市
 

博
多
駅
東
二
丁
目
十
一
番
一
号
）
 

か
赤
池
町
猿
田
に
お
住
い
の
木
村
 

伴
太
郎
行
政
相
談
委
員
に
お
申
し
 

出
下
さ
い
。
 

尚
又
毎
月
十
七
日
に
は
赤
池
町
 

役
場
横
の
公
民
館
で
人
権
擁
護
委
 

員
や
調
停
委
員
の
方
方
と
合
同
で
 

ご
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
の
で
お
 

出
か
け
下
さ
い
。
 


